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あけましておめでとうございます。 
 

昨年中は物心両面にわたるご支援ご協力大変ありがとうございました。 

９月に開設しました「水元公園共同ビル高齢者住宅」も入居者のご協力の 

もと無事に新年をむかえることができました。 

東京都の「地域ケア体制整備構想案」によれば、「高齢者は自らの意思で 

『暮らしの場』を選択」するとして、団塊の世代を含む高齢者の新しい住ま 

いのひとつとして、このような住宅が推奨されています。 

さて本年はといえば、３月に足立区柳原に小規模多機能型居宅介護と高齢者住宅を、４月には三郷市

鷹野に小規模多機能型居宅介護を開始する予定です。また昨年東京都内で行われていたファミリーケア

の介護事業の合同をさらに広げ、三郷市、八潮市、松戸市にある介護事業との合同を行う予定です。 

さらに４月には、すこやか福祉会も法人あげて支援体制をつくり「千住介護福祉士専門学校」を開校

する予定です。私たちは介護保険がはじまる前から、「住み慣れたまちに住みつづける」ことを可能に

したいと、足立区柳原千住地域で看護師とヘルパーによる 24 時間の巡回型ケアを行ってきました。そ

の意志を継続し、すぐれた介護実践をおこなうために、介護福祉士の養成を行うことを決意しています。

運営には大変費用を要することから、皆さまにもいろんな方法でご支援をいただくことになるかと思い

ます。また、学生の紹介もお願いしたいと存じます。 

介護問題は急激にすすむ高齢社会の大きな課題とご理解いただき、暖かいご支援をお願いします。 

本年もよりよいケアを提供できるよう職員一同奮闘していく所存です。昨年にも増してのご指導ご鞭

撻をよろしくお願いいたします。 

                  社会福祉法人すこやか福祉会

                        理事長 竹森 チヤ子

  ＜内定者の集い＞ 

11 月 25 日（日）2008 年 4 月入

職予定の学生を集め、内定者の集いを

行いました。 

自己紹介ゲームや、お絵かきクイズ

を楽しみながら、食事をし、大変和や

かな雰囲気の中進行しました。 

先輩職員によるロックソーラン節

ではみな拍手喝采！次の日の筋肉痛

もこの拍手を思い出すと気持ちいい

痛みとなりました！ 

葛飾やすらぎの郷 中村 寛史
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57 年前、足立区柳原の住民の手で東京都足立区柳原

に柳原診療所が開設されました。その後、法人合同に

より医療法人財団健和会として、病院建設やいくつも

の診療所や訪問看護ステーションの開設を行ってきま

した。同時に、ファミリーケアやすこやか福祉会を設

立しながら、高齢者が障害をもっても、認知症を有し

ても、一人ひとりのその人らしい生き方を支え、自立

を支援する実践を行ってきました。 

訪問看護の専任化から30年、24時間巡回型在宅ケア

実施から15年目を迎える年に、千住の地に介護福祉士

養成学校を開設する準備がすっかり整いました。 

今、若者が真摯に生きていくことが難しい時代です。

「学校」が閉校や縮小をせざるをえない大変厳しい情

勢です。そのような中にあっても、超高齢社会を支え

る中核的な存在である介護福祉士の養成はますます重

要性を増しています。介護・福祉の現場では、認知症

や障害を持つ高齢者等に対する新しいケアに対応でき

る資質と介護技術が求められています。 

全国各地の実践を継承しつつ、私達が独自に積み上

げてきた技術（補助器具の活用、医療との連携、２４

時間在宅ケア、リスクマネージメントなど）を更に発

展させ継承していくことのできる学校を作っていかな

ければならないと痛感しています。 

2008年 4月、「千住介護福祉専門学校」開校まで、着々

と準備をすすめてまいります。どうぞ皆さまの暖かい

ご協力を心からお願いいたします。 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

＜足立区柳原＞ 「よりみちの家」（仮称） 

以前、柳原腎クリニックのあったビル一階に、小

規模多機能施設「よりみちの家（仮称）」ができます。

ここは、デイサービスのような「通い」のサービス

を中心に、ご利用される方やそのご家族の希望に応

じて、施設の「泊まり」やお宅へ伺う「訪問」を組

み合わせたサービスを提供します。 

このサービスの特徴は、「通い」 

「泊まり」「訪問」のサービスを、 

24時間365日同じ職員集団が行う 

ことです。また、ここは登録された25名（予定）の

方だけが利用できる会員制クラブ？のような仕組み

になっています。皆さん、「よりみちの家」の会員に

なりませんか？ 

開設準備担当 眞子 文江

 

＜埼玉県三郷市＞ 「馬渡さん家」（仮称） 

みさと健和病院友の会元会長の馬渡様のお宅を改

装して、小規模多機能施設として生まれ変わります。

高齢者や若者が集って、自分らしく生活できるよ

うに、囲碁や将棋、生花やお茶、おしゃべりや調理

を楽しんでひと時を過ごします。またお泊りや、ヘ

ルパーがおうちを訪問し見守り等もおこないます。

こんな施設で働きたい方、施設を利用したい方。皆

さん、このゆびとーまれ！！たのしく、じぶんらし

く生活して、子供だけに頼らず、ご近所の皆様と楽

しく生活してみませんか？ 

運営は皆様と協議しながらおこないます。職員はも

っか研修を受け特訓中です。皆さんご参加ください。

開設準備担当 青山 と志子
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まさに絵に描いたような小春日和の１１月２５日の日曜日に、水元公園共同ビルのオープン祝賀会がつつがな

く行われました。 

購入は２年前で、土地・建物のオーナーは、代表理事武井幸穂の保健医療福祉協同組合（以後医福協）です。 

健和友の会水元ブロックの協力をいただき、この土地建物に決定するまで、売買契約をするまで、改修工事に着

手するまで、そしてオープンにこぎつけるまでの、山あり谷ありの小説になりそうな（ちょっと大げさ・・？）

段階を経て今日に至りました。 

保健医療福祉協同組合施設のすこやか福祉会入居状況 

かさい保健医療福祉ビル 保健医療福祉協同組合会館 すみだ医療福祉会館 

在宅サービスセンター葛西 ファミリーケア北千住 グループホームかねがふち 

表でお分かりのように、すこやか福祉会は医福協施設で大活躍です。 

さてここで水元公園共同ビルは何がそんなに画期的かというと、医福協施設の入居者はすべて東都医療福祉協議

会グループの法人でしたが、水元は下の表の通り他法人との協力共同で運営するビルとなった事です。 

㈱あじゅうん 永寿薬局水元店 

東京都葛飾医療 

生活協同組合 

水元訪問看護 

ステーション 

医療法人  

ひこばえ会 

高齢者 

住宅 

９軒 

 

友の会 

健和友の会水元ブロック 

葛生協ふれあいネットワー

ク水元 

 

１ 

 

階 

すこやか福祉会 ファミリーケアあおぞら 

 

２

 

階 水元セツルメ

ント 

診療所 

 

３

階

・

４

階

すこやか福

祉会 

運営 

 

５ 

 

階 

 

多

目

的

室

話し合いは実に、５年近くにも及んでいます。 

３･４階の高齢者住宅は、医福協にとって初めての施設だったので、運営をすこやか福祉会にお願いしました。 

５階多目的室は、ファミリーケアあおぞら水元が毎朝住宅の方へ朝食を提供、友の会の方達の活躍の場、入居法

人の会議や行事、そして町内会行事にも利用して頂いています。 

診療所と薬局のオープンは平成２０年１月７日になりますが、今後とも皆様のご支援とご協力を宜しくお願い致

します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明けましておめでとうございます。 
昨年の 10 月より、広報委員会のメンバーとなりました。 
私は 2001 年４月 葛飾やすらぎの郷の開設時に入職し、2004 年に 

ファミリーケア大島、昨年 8 月に現在のファミリーケア深川へ異動 
となりました。生まれも育ちも江東区の私は、住みなれた町を日々自 
転車で走り回っています。 
ファミリーケア深川の事務所がある東京都江東区東陽一丁目は昔、 

洲崎町と言われ遊郭があったとの事です。事業所のベランダからも当時の遊郭を偲ばせる建物を見ることが出

来ます。遊郭と聞くと、あまり良い印象はないかも知れませんが、当時はとても賑わっていた様で、ご利用者

様の中にも仕出しの仕事をされていた方がいます。自分の知らない頃の話を伺うのは、とても興味深いです。

 皆さんの住みなれた町はどのような町ですか？何かの機会にお話を伺えたらいいな、と思います。 今後と

も宜しくお願いします。 
                       ファミリーケア深川  向 直美



 第５号                      住みなれたまちで               ２００８年１月１日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クイズのコーナーは今回お休みさせていただきます。 

次回をお楽しみに！！ 

 
              

 

 

11月 25日（日）に、スローガン「生活者の声と願い

を 私たちの想いを 発信しよう 仲間と社会へ」を

掲げた集会には１２０名近い参加者で開かれました。

今年の特徴は、集会に向けての取組みを多くの仲間と

共有するために「かいかつ通信」を毎月発行したこと

です。その通信では利用者さんの声も交えました。そ

の中で各事業所の様子も知ることができたなど、スロ

ーガンを深める通信にもなったのではないかと思いま

す。参加者として、来春に仲間に加わる内定者の学生、

友の会や区役所の介護保険課からも参加していただき

ました。 

集会は、日頃の実践を 

介護と活動の両輪でもあ 

るケアマネ事業所や地域 

包括支援センターからも 

発表してもらった「演題 

発表」と、介護の実体験 

から私達に様々な発信を 

していただいた〝介護職は病人と家族の宝〟と題した

「講演」、そして文化行事として、ボランテイア、ラブ・

ベトナムの「月琴演奏」の３部構成で開きました。 

発表の中で、ケアを通して利用者さんの変化や新た

な発見をした時の喜びや課題、お互いの結びつきを学

びあう事ができました。講演では、神経難病の夫の介

護を通して感じた事や介護職に対する期待をこめた率

直な注文には、私たち自身が励まされ、最後をかざっ

てくれたベトナム民族楽器・月琴の音色に参加者の多

くから心が癒されたと感想をいただきました。 

この取組みで学んだ事もバネにしながら、〝今日の

確かな一歩が、未来を築く〟という思いを強く感じた

集会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年から来年にかけて開設予定の施設・事業所  

■小規模多機能施設     来春（足立区柳原、三郷市鷹野） 

■訪問介護          来春（葛飾区水元）（足立区千住大川） 

■高齢者住宅        来春（足立区柳原） 

 

 

 

 

 

         明けましておめでとうございます。  

         広報委員も新たに一名加わりました。 

来春には専門学校がスタート、また、 

他にも色々と新規に始まる予定です。（こんなにいっぺんにはじめ

て大丈夫？）それでは、今年も一年よろしくお願い致します。 

ファミリーケア柳原 相木 伸夫 

本部事務局〒120-0023 東京都足立区千住曙町４－１６ 
TEL 03-5813-9251  FAX 03-5813-9252 
URL すこやか福祉会http：//www.sukoyaka-fu.or.jp 
URL ファミリーケアhttp：//www.family-care.co.jp 

実行委員 長島喜一

 

寄付の御礼 社会福祉法人 すこやか福祉会 

常日頃から当法人の社会福祉事業にご協力・ご支援

に感謝申し上げます。この間、貴重なご寄付を多くの

方々からいただきました。心からお礼申し上げます。 
施設の充実に役立つよう、大切に活用させていただ

きます。高齢になっても、障害をもっても、安心して

住みなれた地域に住み続けることが可能になるよう、

また、「いつでもどこでも誰でも安心してサービスが

受けること」ができる介護保障の実現のために、役職

員一同、これからも奮闘していく所存です。 
どうぞ今後とも、今までと変わりないご支援・ご協力を

重ねてお願い申し上げ、お礼にかえさせていただきま

す。 

寄付専用郵便口座開設しました 
ゆうちょ銀行に寄付専用口座を開設しました。 

＜口座番号＞  00140－5－650557 

＜加入者名＞  社会福祉法人 すこやか福祉会 

お振込み用紙もご用意しておりますので、ご支援ご協

力いただける方は、下記の本部事務局までご連絡よろし

くお願いいたします。 


